
問い合わせ先：新型コロナワクチン接種対策室　☎８４－７６８０

問い合わせ先：町立病院　☎８２－ ２１８１

　町立病院は１月27日から、「もの忘れ外来」を開始しました。本町の46％に上る高齢化の進展ととも
に、もの忘れや認知機能の低下に悩むお年寄りと家族の声が寄せられていることへの対応の一環。特定
医療法人社団千寿会三愛病院（登別市）との医療連携強化に伴い、医師１人の派
遣を受け開設します。医師は同院の千葉泰二理事長・院長（61）。千葉院長は日本
精神神経学会の精神科専門委・指導医、認知症サポート医、日本精神科病院協会
の認知症臨床専門医などの資格を持つ専門家です。「認知症は早期の発見が大切
です。外来は心配、不安を持つ人の入り口として捉えていただければ」と同外来
の意義を紹介しています。

　診療は、問診やテストなどの認知機能検査や脳の画像検査、認知症を引き起こ
すような合併症があるかの検査などを想定。そこから薬物など治療につなげると
いうことです。「自分に何ができるか考えながら、地域の実情に応じて他医療機関とも連携しながらお
手伝いができれば」と抱負を話しています。
　外来は「一人に対し丁寧に当たっていきたい」と当面、月１回（毎月第４木曜13時30分～16時30分）、
３人（事前予約制）に限り診療する予定です。基本的に新規の患者を対象とします。

　３回目の接種後７日以内の副反応は、１・２回目と同じワクチンを接種しても、異なるワクチン
を接種しても安全性の面で許容されています。

　ファイザー社および武田／モデルナ社の薬事承認において、３回目の接種後７日以内の副反応は
１・２回目の接種後のものと比べると、どちらのワクチンにおいても一部の症状の出現率に差があ
るものの、おおむね１・２回目と同様の症状が見られました。

　どの年代においても１・２回目に接種したワクチンの種類にかかわらず、ファイザー社または武
田／モデルナ社のワクチンを使用します。ファイザー社は１・２回目の接種量と同量ですが、武田
／モデルナ社は半量になります。

「もの忘れ外来」を開設
加齢？認知症？ 気になったら早期に診断を

「外来は不安解消の入り口です」

◆

徳永雄幸医師　　　専門：内科・消化器外科・内視鏡・糖尿病・産業医
　　　　　　　　　経歴：北海道大学医学部を卒業後、砂川市立病院を皮切りに道内自治体病
　　　　　　　　　　　　院を歴任。苫小牧日翔病院、士幌町立病院、太平洋記念みなみ病院
　　　　　　　　　　　　（釧路市）などを経て、当院へ。69歳。札幌市出身。

▼１・２回目と異なるワクチンを用いて３回目接種した場合の安全性

▼３回目接種の安全性

▼３回目の接種に使用するワクチン
３回目の接種は武田／モデルナ社のワクチンも使用して行います
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内科常勤医師を２月１日採用しました
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